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坊
沢
地
区
自
治
会（
佐
藤
光
悦
会
長
）の

「
北
秋
田
市
長
と
語
る
会
」
と
「
坊
沢
公
民

館
改
修
工
事
竣
工
祝
賀
会
」
が
12
月
３
日
、

同
公
民
館
で
行
わ
れ
、
地
区
住
民
ら
約
80

人
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
交
流
施
設
の

改
築
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

　
坊
沢
公
民
館
は
、
昭
和
49
年
３
月
に
建

築
さ
れ
、
昭
和
55
年
12
月
に
は
一
部
増
築

さ
れ
地
域
の
総
合
的
な
交
流
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
建
築
か
ら
36
年

が
経
過
し
て
老
朽
化
が
著
し
く
地
区
内
よ

り
平
成
16
年
か
ら
改
築
の
要
望
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
施
設
改
修
に
よ
り
安
心
・

安
全
・
快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
活

性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
ト
イ
レ
や
和
室
等
の
改
修
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
工
事
総
額
は
２
６
４
３
万
３
千
円
で
、

７
月
に
発
注
さ
れ
11
月
に
完
成
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
の
内
装
や
備
品
購

入
な
ど
財
産
区
か
ら
の
支
援
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ト
イ
レ
・
和
室
・
会
議
室
・
管

理
人
室
・
玄
関
増
設
等
の
内
装
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
や
外
壁
改
修
、
屋
根
塗
装
、
玄

関
前
の
落
雪
解
消
と
ス
ロ
ー
プ
設
置
に
よ

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
祝
賀
会
で
は
、
佐
藤
会
長
が
「
改
修
工

事
と
い
う
形
で
坊
沢
公
民
館
が
完
成
し
ま

し
た
が
、
実
現
に
向
け
て
奔
走
し
て
く
れ

た
前
会
長
は
じ
め
役
員
の
方
々
や
工
事
関

係
者
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

な
ど
と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
隣
に
は
鷹
巣
幼
稚
園
や

鷹
巣
西
小
学
校
が
あ
り
こ
れ
ま
で
以
上
に

連
携
し
な
が
ら
、
公
民
館
を
中
心
に
し
て
、

お
互
い
に
仲
良
く
元
気
で
、
健
や
か
に
育
っ

て
い
く
地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
祝
賀
会
で
は
、
参
加
者
が
こ
れ
ま
で
の

自
治
会
活
動
な
ど
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

生
ま
れ
変
わ
っ
た
公
民
館
の
完
成
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。 

▲リニューアルされた坊沢公民館 

　
森
吉
山
ダ
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
試
験
湛

水
で
12
月
６
日
、
貯
水
位
が
最
高
水
位
の

１
７
７
・
２
メ
ー
ト
ル
に
到
達
し
ま
し
た
。 

　
森
吉
山
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
や
流
水
の

正
常
な
機
能
維
持
、
灌
漑
・
水
道
用
水
の

供
給
、
発
電
な
ど
を
目
的
に
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
47
年
の
大
洪
水
を
契
機
に
、
阿
仁

川
ダ
ム
調
査
事
務
所
を
開
設
。
平
成
３
年

度
に
一
般
補
償
に
関
す
る
協
定
締
結
、
平

成
13
年
度
に
ダ
ム
本
体
工
事
開
始
、
平
成

19
年
度
に
は
ダ
ム
堤
体
の
盛
立
て
す
べ
て

を
完
了
し
ま
し
た
。
ダ
ム
堤
体
の
高
さ
は

地
上
89
・
９
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
は
７
８
６

メ
ー
ト
ル
。
工
事
は
、
平
成
23
年
度
に
完

成
し
、
平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
供
用
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。  

　
試
験
湛
水
は
、
平
成
22
年
１
月
よ
り
始

ま
り
、
ダ
ム
の
本
格
的
な
運
用
を
始
め
る

前
に
、
貯
水
位
を
上
昇
及
び
下
降
さ
せ
、

ダ
ム
堤
体
、
基
礎
地
盤
、
貯
水
池
周
辺
の

地
山
な
ど
の
安
全
を
確
認
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
す
。
最
高
水
位
は
１
０
０

年
に
一
度
の
洪
水
な
ど
を
想
定
し
、
試
験

を
行
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
午
前
11
時
頃
に
最
高
水
位

の
標
高
１
７
７
・
２
メ
ー
ト
ル
に
到
達
。

市
民
ら
約
１
０
０
人
が
職
員
の
案
内
で
ダ

ム
堤
体
を
歩
い
て
説
明
を
受
け
、
満
水
と

な
っ
た
ダ
ム
湖
を
観
賞
し
ま
し
た
。 

　
ダ
ム
堤
体
に
よ
り
せ
き
止
め
ら
れ
て
で

き
た
湖
面
は
、
堤
体
上
部
ま
で
達
し
、
森

吉
山
大
橋
や
様
田
展
望
台
か
ら
は
、
雄
大

な
森
吉
四
季
美
湖
の
眺
望
が
広
が
り
ま
し

た
。 

　
最
高
水
位
到
達
後
は
、
各
種
調
査
に
よ

る
デ
ー
タ
収
集
を
継
続
す
る
た
め
、
概
ね

24
時
間
貯
水
位
を
最
高
水
位
付
近
で
維
持

し
ま
す
。
そ
の
後
、
計
画
的
に
水
位
を
低

下
さ
せ
て
、
平
成
23
年
１
月
下
旬
ま
で
に

計
画
上
の
最
低
水
位
（
１
４
３
・
２
メ
ー

ト
ル
）
ま
で
水
位
を
低
下
さ
せ
て
、
試
験

湛
水
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。 

▲満水となった森吉四季美湖（ダム堤体上部

より） 

11
月
17
日（
水
）▽
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
開
設
式
典
及
び
記
念
講
演
会（
本
庁
舎
、

交
流
セ
ン
タ
ー
）
 

18
日（
木
）▽
秋
田
県
選
出
国
会
議
員
と
秋
田
県
市
長
会
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）

▽
全
国
市
長
会
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議（
東
京
都
）
 

19
日（
金
）▽
小
林
勲
氏
瑞
宝
単
光
章
受
章
報
告（
本
庁
舎
） 

21
日（
日
）▽
第
24
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会（
東
京
都
） 

23
日（
火
）▽
北
秋
田
市
男
女
参
画
社
会
づ
く
り
基
礎
講
座（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

24
日（
水
）▽
北
秋
田
市
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
運
営
委
員
会
答
申（
本
庁
舎
）

▽
ト
レ
イ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
in
東
北（
打
当
温
泉
） 

25
日（
木
）▽
北
秋
田
市
農
政
意
見
交
換
会（
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
） 

27
日（
土
）▽
日
本
青
年
会
議
所
米
穀
部
会
11
月
定
例
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

29
日
（
月
）▽
鷹
巣
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
報
告
（
本
庁
舎
）
▽
北

秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会（
北
秋
田
市
民
病
院
） 

30
日（
火
）▽
平
成
22
年
北
秋
田
市
議
会
第
４
回
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市
民

生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

12
月
1
日（
水
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
） 

３
日（
金
）▽
坊
沢
地
区
自
治
会「
市
長
と
語
る
会
」及
び
坊
沢
公
民
館
改
修
工
事
竣

工
祝
賀
会（
坊
沢
公
民
館
） 

５
日（
日
）▽
平
成
22
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

７
日（
火
）▽
平
成
22
年
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
） 

９
日（
木
）▽
平
成
22
年
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
） 

10
日（
金
）▽
平
成
22
年
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）▽
平
成
22
年
度
北
秋
田
市

医
療
団
体
と
の
業
務
協
議
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

11
日（
土
）▽
北
秋
田
市
鷹
巣
土
地
改
良
区
第
18
回
臨
時
総
代
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
３
回
北
秋
田
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト（
米
代
児
童
公
園
） 

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
12
月
１

日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
７
日
か
ら
始
ま

る
12
月
定
例
議
会
に
上
程
す
る
議
案
の
概

要
や
大
館
能
代
空
港
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運

航
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
早
期

実
現
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
津
谷
市
長
は
「
亡
く
な
ら

れ
た
津
谷
裕
貴
弁
護
士
、
鷹
巣
病
院
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
感
染
に
よ
り
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。
津
谷
弁
護
士
は
、
平
成
19
年
よ
り
当

市
の
顧
問
弁
護
士
と
し
て
、
訴
訟
に
対
す

る
弁
護
を
お
願
い
し
て
い
る
中
で
の
痛
ま

し
い
事
件
で
し
た
。
ま
た
、
鷹
巣
病
院
で

発
生
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
感
染
は
、

病
院
側
の
感
染
対
策
や
県
の
情
報
伝
達
の

不
備
な
ど
、
危
機
管
理
体
制
の
甘
さ
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
季
節
性
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期
に
な

る
こ
と
か
ら
、
市
の
危
機
管
理
体
制
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

予
防
接
種
を
積
極
的
に
受
け
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
と
会
見
し
ま
し
た
。 

　
大
館
能
代
空
港
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の

運
航
に
つ
い
て
は
、
来
年
１
月
か
ら
２
月

に
か
け
て
５
回
、
台
北
か
ら
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大

変
喜
ん
で
い
る
。
こ
の
運
航
は
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
て
お
り
、
県
や
空
港
利
用
促

進
協
議
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
次
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
日
本
海
沿
岸

東
北
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
二
ツ
井
白

神
か
ら
あ
き
た
北
空
港
間
16
キ
ロ
の
計
画

段
階
評
価
の
試
行
を
行
う
こ
と
が
決
定
し

た
。
早
期
実
現
に
弾
み
が
つ
き
、
大
い
に

期
待
し
て
い
る
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。 

　
記
者
か
ら
は
「
東
北
新
幹
線
全
線
開
業

に
あ
た
り
市
の
対
応
は
」
な
ど
の
質
問
が

あ
り
、「
青
森
に
来
た
人
を
待
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
観
光
客
を
引
き

込
め
る
よ
う
に
、
我
々
も
出
向
い
て
働
き

か
け
を
し
て
市
を
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。 

▲１２月定例議会に上程する議案の概要など

を会見する津谷市長 

か
ん
が
い 
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